
大きな地震は必ず起こります。津波被害や家屋の倒壊だけでなく、ガス・電気・

水道が止まります。そんな時、国や自治体などの支援活動が開始されるまでは、

自分の命は自分で守らなければなりません。自分が動けるからこそ、困ってい

る人を助けることができます。 

大きな地震はいつ発生するか分かりません。常日頃からの備えが大切です。

今回の防災訓練をきっかけとして、地震災害への備えを見直して下さい。 

 

１．家具転倒防止をしましょう 

 「自分の家は耐震性が高いので地震が来ても大丈夫、私は耐震構造のマンシ

ョンに住んでいるから大丈夫」と思っている方、家具の転倒防止は大丈夫です

か？ 

 今回発生が予想されている南海トラフの大地震は「振幅が大きく長時間揺れ

る」のが特徴です。すなわち、揺れる幅が非常に大きく、揺れている時間も長

いのです。 

 そのため、家の中にある家具は転倒し、食器や家財などが飛び交います。ま

さに身近な物が凶器に変身するのです。 

 是非この機会に、家具の転倒防止や、家具扉の固定を行って下さい。 

 家具転倒防止のご相談は、体育館において日本技術士会近畿本部防災研究会

のブースにお越し下さい。 

防災訓練後のご質問は下記相談窓口に連絡して下さい。 

２．非常食を備蓄しましょう 

 大きな地震が発生してガス・水道・電気が停止した場合、飲食の確保が重要

となります。国や自治体から支援物資が支給されるまでの間、多少でも飲料水

や食べ物が必要です。大人であれば多少我慢できることでも、こどもさんに我

慢させるのは心苦しいことです。そこで、最低限の非常食を個人で備蓄して下

さい。 

 しかし、販売されている非常食は消費期限を長く維持するために高額となっ

ています。またアレルギー対応の食品は個人で準備しておく必要があります。

そこで、水・お米・缶詰・レトルトカレー・ビスケット・チョコレートなど、

普段使用している食品で１年以上の消費期限のある食品を備蓄しましょう。 

非常食は「消費期限が切れる前に消費して、新しい食品に買い替える」こと

が大切です。そこで、鳳南校区では、毎年１回「親子防災訓練」を開催します

ので、そのタイミングで非常食を消費して新しい食品に買い替えるのもひとつ

の方法です。 

今回の防災訓練ではハイゼックスでお米を炊く練習をしました。ハイゼック

スが必要な方は本部でお分けします。数量に限りがありますので、大人のみで、

お一人様５枚とさせて頂きます。 

なお、今後「防災に関するご質問」は、下記相談窓口にお問い合わせ下さい。 

 

 

災害への備えはできていますか？ 

相談窓口：（公社）日本技術士会近畿本部（登録）防災研究会幹事 南側晃一 

携帯電話 ：090-3870-9335 

PC メール ：minamigawa@etude.ocn.ne.jp 

携帯メール：k.minamigawa@ezweb.ne.jp 

鳳南校区自治連合会、堺市鳳南校区まちづくり協議会、鳳南校区自主防災会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺市危機管理室ホームページより http://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/bosai/sonaete/index.html 


